
新規称号取得者紹介コーナー
（令和５年８月1日～令和６年２月２９日）

敬称略 本人から承諾を受けている方を掲載しています。

修士（200単位） 学士（100単位）博士（300単位）

学長奨励賞

ほ：ほっかいどう学 地：地域活動 キ：キャリアアップ 環：環境・生活 健：健康・スポーツ 教：教養 道：道民カレッジ

称号取得者（延べ人数）

学士1,286人
修士997人
博士855人

学長奨励賞333人

道民カレッジ生数

35,116人
※ 令和６年２月末日現在

ジュニア学士

松田 夕芽夏 (幕別町)

鈴木 勝義 (芽室町・道)
山本 順子 (札幌市・教)
及川 直樹 (音更町・道)
岩﨑 祐幸 (江別市・道)
隂山 昭男 (札幌市・環)
中川 良助 (苫小牧市・地)
落合 俊忠 (札幌市・地道)
矢嶋 裕之 (苫小牧市・地)
坂本 曠光 (北見市・キ健地)
三野 妙子 (帯広市・キ)
上田 光宏 (帯広市・環教道)
成田 泰紀 (倶知安町・健)
林 君雄 (札幌市・道)
大場 弘一 (稚内市・道)
上口たみ子 (池田町・ほ教健地道)
大﨑喜代志 (遠軽町・道)
牧田 武治 (札幌市・道)
太田 順治 (札幌市・キ地)
太田 節子 (札幌市・健地)
伊東 幸子 (旭川市・道)
松井 英成 (帯広市・道)
松井 絹子 (帯広市・道)

山下 恵子 (札幌市・教)
山本 順子 (札幌市・教)
高橋 延好 (帯広市・道)
岩﨑 祐幸 (江別市・道)
矢嶋 裕之 (苫小牧市・地道)
落合 俊忠 (札幌市・地道)
大場 弘一 (稚内市・道)
大塚 一美 (函館市・地)
坂本 曠光 (北見市・キ健地道)
三野 妙子 (帯広市・キ)
上田 光宏 (帯広市・ほ環教道)
成田 泰紀 (倶知安町・健)
林 君雄 (札幌市・道)
本間 雅勝 (苫小牧市・ほ)
加藤 憲一 (札幌市・地)
上口たみ子 (池田町・教健地道)
牧田 武治 (札幌市・道)
太田 順治 (札幌市・キ地)
太田 節子 (札幌市・地)
伊東 幸子 (旭川市・道)
松井 英成 (帯広市・道)
松井 絹子 (帯広市・道)
中川 誠 (江別市・教)

山下 恵子 (札幌市・教)
矢嶋 裕之 (苫小牧市・地道)
山本 順子 (札幌市・教)
大庭 雄一 (札幌市・キ)
高橋 延好 (帯広市・道)
田仲 尚子 (森町・教)
岩﨑 祐幸 (江別市・道)
落合 俊忠 (札幌市・地道)
大塚 一美 (函館市・地)
田渕 靜秀 (札幌市・地)
坂本 曠光 (北見市・キ地道)
三野 妙子 (帯広市・教)
小泉 翔 (札幌市・道)
上田 光宏 (帯広市・ほ環教道)
林 君雄 (札幌市・道)
伊藤 義夫 (苫小牧市・道)
本間 雅勝 (苫小牧市・ほ)
中川 良助 (苫小牧市・キ)
杉森美音夫 (当麻町・道)
杉本 敬子 (当麻町・道)
石山 照子 (当麻町・道)
千葉 悦子 (当麻町・道)
中島 宥子 (当麻町・道)
辻 テイ (当麻町・道)
暮地本典子 (当麻町・道)
加藤 憲一 (札幌市・地)
佐藤 房子 (苫小牧市・道)
上口たみ子 (池田町・教健地道)
牧田 武治 (札幌市・道)
芳賀 雄一 (札幌市・道)
太田 順治 (札幌市・キ地)
太田 節子 (札幌市・キ地)
伊東 幸子 (旭川市・キ道)
松井 英成 (帯広市・道)
松井 絹子 (帯広市・道)
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College news

「生涯にわたる学び」と「地域で活躍するための学び」を目指して

vol.44

道民カレッジ事務局では、今年度「デジタル活用講座」を開始しました。地域や年齢による格差、デジタ
ル知識の少ない層と積極的に活用している層の分断、デジタル知識の少ない層の孤立化、活用動機の希薄さ
などを解消することを目的としています。カレッジだよりVOL.４３号に掲載され私たち道民カレッジ生を
はじめ広く道民に紹介されました。

6月29日第１回目の講座では、（株）BWORKS宮澤一政社長のデジタル活用講座に先立つ最初の挨拶
（お言葉）は、これからデジタル活用講座を学ぶものとしての気構え、有り様、その意義、これから始める
デジタル活用講座の豊かな生活の勧めをしっかり受け止めてお互い頑張りましょうと挨拶され続く講座では
私たち一同を見渡し、こうおっしゃいました。
「スマホは慣れです。難しく感じるのは気のせいです。あくまでも慣れです。直感でわかります。目で見て
も解ります。使うものを自分で選べます。スマホの利用はデジタル活用なので容易で簡単です！やればでき
る！とても簡単です！」そして極めつけは、離れている孫にはLINEで会えます！（ライン通話は無料で
す）また「テレビ電話で話もできて動画配信もできます。写真もOKです。かわいい孫の成長をあらゆるデ
ジタル活用機器で見守りましょう。地図で行きたい場所を路線図で調べ地下鉄、電車、バスの時間を調べら
れ又、各金融機関では銀行振込もできます。社会はどんどん変化しています。スマホは重要なライフライン
です」とおっしゃいました。

私は、道民カレッジデジタル活用講座の案内をいただいたとき、講習料無料、授業料無料、講座の時間も
長期、など参加するための恵まれた環境下で受講できることを知り全ての講座に参加申込みを行いました。

茶会の心得に一期一会（いちごいちえ）という言葉がよく使われます。
このデジタル講座に参加した生涯ただ一度まみえて勉強した貴重な仲間同士
後半は皆様の笑顔が一段と多くなったと感じました。
デジタル活用講座に携わってくれた方々には本当に感謝申し上げます。
ありがとうございました。
重要なレジメ参考書（スマホの虎の巻）は厚さ６ｃｍにも達しました。
長く大切に保存しそばに置き愛用していきます。

カレッジ生番号 ４００３８１ 三谷 馨

6月29日 デジタルの基本 9月11日 SNSを始めよう② 12月5日 マップを使いこなす

8月17日 はじめの第１歩 9月19日 ネット犯罪を知ろう① 12月12日 フリースタイル

8月24日 アプリを使おう 9月19日 ネット犯罪を知ろう② 【パソコンセキュリティ講座】

8月28日 スマホ基本操作① 10月13日 電話と文字入力の仕方 11月10日 デジタルの基本操作

8月30日 スマホ基本操作② 10月20日 アカウントの作成 11月17日 SNSの正しい使い方

8月30日 インターネット利用の基本① 10月24日 アプリの入れ方 12月1日 クラウドとは何か

8月31日 インターネット利用の基本② 10月31日 Wi-Fiの使い方 12月8日 情報流出防止の徹底

9月4日 インターネット利用の基本③ 11月7日 インターネットの使い方 12月15日 フィッシングメールの扱い方

9月6日 SNSを始めよう① 11月14日 メールの使い方

9月6日 インターネット利用の基本④ 11月24日 カメラの使い方

9月7日 アプリを使おう 11月28日 Wi-Fiの使い方

尚、デジタル活用講座は次の通りでした。

学長奨励賞 (8000単位) 山崎 繁光 (室蘭市)
学長奨励賞 (7000単位) 林 君雄 (札幌市)
学長奨励賞 (6000単位) 坂本 春惠 (音更町)
学長奨励賞 (5000単位) 落合 俊忠 (札幌市)
学長奨励賞 (4000単位) 山崎 澄子 (室蘭市)
学長奨励賞 (3000単位) 岡村 猛 (江別市)
学長奨励賞 (2000単位) 坂本 曠光 (北見市)
学長奨励賞 (1000単位) 上田 光宏 (帯広市)

学長奨励賞 (17000単位) 榎本 聰子 (札幌市)
学長奨励賞 (7000単位) 平川 省三 (滝川市)
学長奨励賞 (6000単位) 藪﨑 孝一 (札幌市)
学長奨励賞 (6000単位) 牧田 武治 (札幌市)
学長奨励賞 (4000単位) 成田 孝男 (江別市)
学長奨励賞 (3000単位) 岩﨑 祐幸 (江別市)
学長奨励賞 (2000単位) 高橋 延好 (帯広市)
学長奨励賞 (2000単位) 矢嶋 裕之 (苫小牧市)

デジタル活用講座に参加いただいた道民カレッジ生から、感想をいただきました。



道民カレッジ手帳が電子化できます！！

電子化手帳（履修管理システム）で できること
オンラインで確認

オンラインで申請

認定証のダウンロード

取得単位や称号、受講した講座の情報を電子化手帳（履修管理システム）のマイページ
からいつでも確認することができます。

単位の申請、称号・学長奨励賞の申請を電子化手帳（履修管理システム）のマイページ
からいつでも行うことが出来ます。また、講座の申請時に受講したことがわかる資料や
道民カレッジ主催講座インターネット講座のレポートは申請時に添付することができる
ため、保管および事務局まで郵送する必要がありません。

電子化手帳（履修管理システム）から申請した称号・学長奨励賞はマイページからダウ
ンロードすることができます。

スマホから

入学および電子化

手帳への移行は

こちらから

令和5年度主催事業インターネット講座後期分（3本）を配しました。この講座は、１レポート提出で１単位を認定します。
また講座のDVDも例年通り無料で配布します。ご希望の方は道民カレッジ事務局までご連絡ください。

＊電子化手帳（履修管理システム）を利用の方は、単位の申請から「道民カレッジ主催講座」を選択し、レポートを添付し
てください。

学生時代には「相対性理論」を学び、
宇宙がビッグバンで始まったこと
やブラックホールの存在などに興
味と関心を持ち続け、現在は旭川
市の天文同好会長として、市民大
学や高齢者大学、青少年を対象と
した講座で50年以上にわたる学
習の成果を還元している様子を解
説していただきました。

第４回 生涯学習の成果を地域で
活かす ～宇宙への誘い～

第５回 スマホで始めるデジタル化
による豊かな生活の勧め

（株）BWORKS宮澤一政社長より、ス
マホを使ったデジタル化について「な
ぜデジタル化を進めるのか」「スマホ
利用でデジタル化 本当はとても簡
単」「生活が便利になる活用方法」「こ
れからの社会はどのように変化する
か」などについて、事例を交えながら
わかりやすく解説していただきました。

第6回 小さな発見 街歩き
～札幌市内～

札幌市内には、一部だけ幅が広い道
路、碁盤の目のような街の中にある
曲がった道路、「あんぱん道路」と呼
ばれる不思議な名前の道路や引退
間近の路面電車をきれいに塗装した
経緯など、テレビでお馴染みの街歩
き研究家 和田哲さんが札幌の街並
みと歴史の移り変わりを交えて解説
していただきました。

令和5年度は前後期合わせて６本の講座を配信しました。いずれの動画も15分程度でわかりやすい内容と
なっています。添付されているレポート用紙に回答を書いて事務局に返送していただくと、道民カレッジ１
単位を認定します。

令和5年度 道民カレッジインターネット講座後期分 配信中

～道民カレッジWebサイトから、お手続きが可能です～

道民カレッジ事務局では、11月21日（火）に苫小牧文化交流センターアイビー・プラザと苫小牧歩こう
会の協力を得て「道民カレッジ苫小牧講座」を開催しました。
「苫小牧の人たちに、もっと道民カレッジを知って欲しい」という苫小牧市在住の道民カレッジ生から
要望を受け道民カレッジの概要説明や入学手続き、オンラインシステムの使い方、デジタル化推進など
を盛り込んだ講座となりました。
当日は、苫小牧市以外の千歳市からの参加もあり、合計で29名の参加者となりました。

初めての試みでしたが地元の魅力を再認識するイベントとなりました。新たに道民カレッジに入学を希望される方や、
履修管理システム説明を受けて電子化手帳への切替手続きをされる方もいらっしゃいました。道民カレッジ生の日頃の
疑問に対応することができ、好評を博しました。
ご希望があれば、北海道内のまちへ出張して講座を行うことができます。お気軽にお声がけください

デジタル活用講座inオホーツク

１０月４日（水）に道民カレッジ主催講座
「デジタル活用講座」を北見市芸術文化ホール
を会場に開催しました。

当日は、北見市や遠軽町などから６名の参加
者があり、（株）BWORKS宮澤一政社長の講
座を視聴し、スマホの利便性やこれからのデジ
タル社会について学習しその後、日頃の疑問な
どが交流されました。

参加者からは、「ガラケーを使っているがス
マホに変えようと思う」「離れている家族と写
真や動画で連絡をとりたい」などの感想が出さ
れました。

道民カレッジ出張講座

今年度のデジタル活用講座は、かでる２・７を会場として「スマホの使い方」や「パソコンのセキュ
リティ」など５８回実施するとともに、全道１４管内で受講者の利便性を配慮し対面式やオンライン
配信を行いました。講師には、学校法人滋慶学園北海道ハイテクノロジー専門学校の学生１０９名、
（株）BWORKSから５名、PCセキュリティ専門家１名に担当していただき、１０００名を越える参
加者となりました。

参加者それぞれの思う「苫小牧のよいところ」

を付箋に書いていきます。グループワークで

聴き合いながら苫小牧の魅力を再認識しました。

開催の様子が

苫小牧民報に掲載

されました。


